
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　当該事業を市民活動課の事業とする中で事務の効率化を行い、より市民団体に寄り添った事業へと見直しを行う。

　花苗配布を希望する団体が増加しているので、これまでど
おりの配布が行えるかどうかを確認し、より多くの団体の希
望を叶えられるよう事業の見直しや調整を図る必要がある。

・センター広場やＴＸ駅前などの公共的な空間を季節の花で
　飾るとともに、花壇を維持管理することで市内の環境美化
　を行い、来訪者への歓迎の気持ちを発信する。
・センター地区において参加者を募り、春と秋の２回、花苗
　の植栽を行う。
・ウェルカムフラワー参加市民団体等への花苗配布を春と秋
　に行い、各地区の公共的な場所に植栽を行う。

　市民協働による市内の環境美化意識の向上を図ることがで
きた。また当初、他課でもおこなわれていた花事業を一本化
するために立ち上げた実行委員会について、制度の見直しを
行い、市民協働の推進と事業の効率化を図るため、実行委員
会事務局である当課の事業とした。

５月　春のセンター地区花壇づくり
６月　春の花苗配布
10月　秋のセンター地区花壇づくり
11月　秋の花苗配布
年間を通して3回程度ウェルカムフラワー実行委員会を実施
する。

４月16日　第１回実行委員会　５月14日　第２回実行委員会
５月19日　春のセンター地区花壇づくり　参加者106名
　　　　　1,800株植栽
５月22日～６月７日　春の花苗配布　123団体　9,745株配布
10月15日　第３回実行委員会
10月20日　秋のセンター地区花壇づくり　参加者85名
　　　　　1,800株植栽
10月23日～11月8日　秋の花苗配布　125団体　9,405株配布
10月30日　第４回実行委員会を開催

継続

花と緑の美化活動事業

一部委託

01-030110-12 コミュニティ推進に要する経費

       150.0

       117.0

       162.0

       119.0

       200.0

       119.0

       329.0

       127.0

       191.0

       123.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市きれいなまちづくり第３次行動計画、
第２次つくば市環境基本計画

　参加者が自主的に花壇活動を行うことで、まちの環境美化
意識を高めるとともに地域のコミュニティの活性化を図る。

春と秋のセンター地区花壇づくりの参加人数

市民参加人数

花苗配布団体数（全体：公共施設含む）

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

       150.0

         0.0

       160.0

         0.0

       160.0

         0.0

       320.0

         0.0

       320.0

         0.0

       320.0

       125.0

       320.0

       125.0

法定事務

Ⅱ 3 1 住環境の整備

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

146

活動指標

活動指標

Ⅳ 3 (1) 地域コミュニティの活性化と市民協働の推

市民部市民活動課

市民協働係

人

団体



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

需用費　2,651,000円
　花苗　22,000本　2,267,200円
　花壇用プランター、用土、管理消耗品等一式　279,250円
　プランター用事業PRシール 102,600円
委託料　3,561,000円
　花壇整備・維持管理業者委託　3,460,750円
　市民団体維持管理委託　50,000円×２団体＝100,000円
使用料 44,000円
　センター地区春・秋の花壇づくり参加者駐車場使用料　110円×2時間×100台×２回＝44,000円

       9,727        9,791

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.60          0.60

        69.50         65.00

無 無

       4,441        4,397

        81.0

         0.0

         0.0

        82.0

         0.0

         0.0

        79.0

         0.0

         0.0

        85.0

         0.0

         0.0

        86.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

花苗配布団体数（市民団体のみ）

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        90.0

         0.0

         0.0

        90.0

         0.0

         0.0

活動指標団体

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       5,286        5,394        6,256            0

       5,286        5,394        6,256            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　申請区会に対し、申請後の詳細なスケジュールを丁寧に説明し、事業内容について理解を得られるように努める。

　自治総合センターへの申請枠が２枠と限られているため、
申請多数の場合抽選会を行う必要がある。しかし、抽選会で
当選し、申請した場合でも自治総合センターでの審査に落ち
た場合は不採択となってしまうので、「申請＝採択」という
ような誤解を生まないよう詳しい説明を行う必要がある。

・一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事
　業として、コミュニティ組織に必要な備品の整備に対して
　助成を行う。
・申請はつくば市・茨城県経由で行われ、補助金はコミュニ
　ティ組織２団体を上限に交付される。市から事業申請でき
　るコミュニティ組織は市内の区会とし、抽選によって２区
　会を決定する。

　今鹿島新田区会に250万円の助成金が交付され、購入した
神輿等を用いて、平成30年７月29日（日）に地区の夏祭り
が開催され、地域コミュニティの促進を図ることができた。

４月　コミュニティ助成事業審査結果を通知
５月～７月　採択事業実施
６月　H31年度コミュニティ助成事業募集
７月上旬　H31年度コミュニティ助成事業抽選会
９月下旬　H31年度コミュニティ助成事業申請(申請２団体)
９月　H30年度コミュニティ助成事業実績報告を茨城県に提
　　　出
10月１日　広報つくば10月号掲載

４月９日　H30年度コミュニティ助成事業審査結果を通知
５月～７月　H30年度採択事業実施（今鹿島新田区会）
６月１～29日　H31年度コミュニティ助成事業募集
７月10日　H31年度コミュニティ助成事業抽選会
９月28日　H31年度コミュニティ助成事業申請（内坂区会、
　　　　　横町町内会）
９月　H30年度コミュニティ助成事業実績報告を茨城県に提
　　　出
10月１日　広報つくば10月号掲載

継続

コミュニティ助成事業

職員のみ

01-030110-12 コミュニティ推進に要する経費

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　地域のコミュニティ活動の充実・強化を図る。

市から事業申請する区会数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

市民部市民活動課

市民協働係

区会



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

内坂区会　神輿、太鼓の購入及び修繕　2,500千円
横町町内会　神輿、曳き車、担ぎ棒の交流　2,500千円

       3,978        3,256

維持

5

4

2

2

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.10

        22.00         20.00

無 無

       1,478          756

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,500        2,500        5,000            0

           0            0            0            0

       2,500        2,500        5,000            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　県の事業であり、平成30年５月には「大好きいばらき県民会議」から「チャレンジいばらき県民運動」へと名称等の
変更があった。今後は、県の動向を注視しながら、事業内容等について検討をしていく。

　県の事業であるため、市としてどのように関わるべきか
検討する必要がある。

・「福祉社会づくり」、「生活環境づくり」、「人づくり」
　及び「茨城の風土づくり」の取組について、県・関連団体
　等との連携や団体、企業、市町村との協働を強化すること
　で、県民が学び、交流するための場づくりに取り組み、「
　真に“県民”が主役のいばらきづくり」を行う。

　１年を通してネットワーカーの活動を支援することができ
た。

５月　春のセンター地区花壇づくり参加
８月　まつりつくばでの啓発活動
10月中旬　秋のセンター地区花壇づくり参加
11月　H30年度ネットワーカー活動推進大会（全県大会・県
　　　南ブロック大会）をつくば市で開催つくば市ネット
　　　ワーカー交流会を実施

５月19日　春のセンター地区花壇づくり参加
８月25日　まつりつくばでの啓発活動
10月20日　秋のセンター地区花壇づくり参加
２月８日　活動推進大会説明会
２月28日　H30年度ネットワーカー活動推進大会をつくば市
　　　　　で開催

継続

大好き　いばらき　県民会議

職員のみ

01-030110-12 コミュニティ推進に要する経費

         6.0

         0.0

         8.0

         0.0

         7.0

         0.0

         8.0

         0.0

         5.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　福祉や環境など様々な分野で活動している団体や企業・行
政とが連携し、優しさとふれあいのある郷土づくりを目的と
して、地域における多様な活動を支援し、県民が主役のいば
らきを実現する。

ネットワーカーの各種イベント等への参加回数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         5.0

         0.0

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

         6.0

         0.0

法定事務

□

□

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

148

活動指標

市民部市民活動課

市民協働係

回



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

負担金　10,000円　チャレンジいばらき県民運動負担金 10,000円

       1,488          766

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.10

        22.00         20.00

無 無

       1,478          756

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          10           10           10            0

          10           10           10            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　人権啓発イベントの実施内容及び時期の見直しを検討する。

　人権啓発イベントへの参加が少なく、費用対効果等から内
容を検討する必要がある。

・６月と12月に２日間特設人権相談所を開設する。
・年間を通じて、いじめや差別などの人権問題解消に向け啓
　発活動を行う。
・人権擁護委員が講師となり人権教室を行い、人権意識の向
　上を図る。
・人権啓発イベントを開催し、人権意識の高揚を図る。

　人権教室の募集対象を市内の県立・私立学校まで広げ、県
立２校が参加を希望した。
　特設人権相談所では、財産に絡む問題や家庭内の問題など
様々な相談に対応できた。

・特設人権相談所：６月５・６日、12月４・５日（市役所）
・人権啓発：「第68回社会を明るくする運動つくば市大会」
　で啓発キャンペーンを実施（７/16イーアスホール周辺）
・人権教室：５月の学校長会で概要説明、６月初旬小中学校
　へ募集案内を送付、９月～２月中に実施
・全国中学生人権作文コンテスト茨城県大会：５月の学校長
　会で概要説明、募集期間は７月～８月（夏休み中）
・人権啓発イベント：平成30年度も引続き「障害者スポーツ
　体験教室」を11月～12月に開催

６月５日、６日　特設人権相談所を開設（相談件数11件）
６月５日　人権教室参加募集案内の送付(参加希望：
　　　　　小学校20/34校、中学校7/19校　合計27/52校)
７月16日　第68回社会を明るくする運動つくば市大会
　　　　　（約100名参加）で人権啓発キャンペーンを実施
９月４日～２月　人権教室を市内小・中学校で開催
12月４日、５日　特設人権相談所を開設（相談件数８件）
11月17日　人権啓発イベント「障害者サッカー体験教室」開
　　　　　催（参加者21名）など

継続

人権擁護事業

職員のみ

01-030110-13 人権擁護に要する経費

        85.9

         0.0

        83.5

         0.0

        85.1

         0.0

        46.0

         0.0

        21.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

人権擁護委員法、人権教育及び人権啓発の推進に関す
 る法律

　人権擁護委員法に基づき、市町村長が推薦して法務大臣が
委嘱する人権擁護委員を中心とした諸活動によって、人権尊
重思想の普及拡大を図る。
　また、人権啓発キャンペーンや特設人権相談所の開設など
を通じ、市民の人権を守り差別のない明るい社会の実現を目
指す。

H29年度から、事業内容を講演会から障害者スポーツ体験教室（ブラインドサッカー・アンプティサッカー
）に見直した。

人権啓発イベント参加者率

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        85.0

         0.0

        86.0

         0.0

        86.0

         0.0

        86.0

         0.0

        86.0

         0.0

        86.0

         0.0

        86.0

         0.0

法定＋任意

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

149

活動指標

市民部市民活動課

自治振興係

％



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

需用費：239,000円
　事務用消耗品30,000円、横断幕・看板代47,000円、人権啓発用クリアファイル34,000円
　特設人権相談
　相談員弁当・お茶代26,000円、人権啓発用ポスター・チラシ102,000円
役務費：38,000円
　人権啓発イベント参加者傷害保険37,400円
委託料：401,000円
　人権啓発イベント業務委託料400,400円
負担金補助及び交付金：724,000円
　土浦人権擁護委員協議会負担金724,000円

       6,076        5,724

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.60          0.60

        69.00         50.00

無 無

       4,439        4,360

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

         550            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,087        1,364        1,402            0

       1,637        1,364        1,402            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　社会を明るくする運動の参加者を増やすために広報を積極的に行う必要がある。

　社会を明るくする運動をとおして犯罪や非行のない明るい
社会づくりを目指すため、市民に周知し「社会を明るくする
運動つくば市大会」の参加者を増やす。

・つくば市の保護司とつくば市更生保護女性会で構成され
　るつくば市更生保護連合会の活動支援
・つくば地区更生保護サポートセンターの運営協力
・「社会を明るくする運動つくば市大会」の開催等を実施

　保護司、更生保護女性会会員の資質向上及び地域でのネッ
トワーク構築が図れた。
各団体（保護司会、更生保護女性会、人権擁護委員、青少年
相談員ほか）との連携及び啓発活動の強化が図れた。
　社会を明るくする運動つくば市大会では、団体だけではな
く、一般市民へ募集を行い、運動の周知に努めた。

４月20日　つくば地区保護司会総会、つくば市更生保護連合
　　　　　会総会
４月24日　つくば市更生保護女性会総会
７月16日　第68回社会を明るくする運動つくば市大会
　　　　　茨城県更生保護大会
・県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会
・茨城県更生保護女性のつどい
・更生保護女性連盟県南ブロック研修会

４月20日　つくば地区保護司会総会、つくば市更生保護連合
　　　　　会総会
４月24日　つくば市更生保護女性会総会
７月16日　社会を明るくする運動つくば市大会開催
10月17日  更生保護女性連盟県南ブロック研修会
11月15日　茨城県更生保護大会（水戸市）
２月27日　県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会
３月６日　茨城県更生保護女性のつどい（水戸市）

継続

更生保護事業

職員のみ

01-030110-14 更生保護に要する経費

        60.0

         0.0

        77.0

         0.0

        80.0

         0.0

        61.0

         0.0

        95.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

保護司法

　保護司と更生保護女性会が連携を図り、罪を犯した人たち
の更生を助けるとともに、犯罪の未然防止や青少年の健全育
成に努め、犯罪や非行のない明るい社会づくりを目指すこと
を目的とする。

社会を明るくする運動つくば市大会の参加者数(平成30年度からは一般市民も参加対象としている。)

啓発イベント参加者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        75.0

         0.0

        75.0

         0.0

        75.0

         0.0

        75.0

         0.0

        75.0

         0.0

        75.0

         0.0

        75.0

         0.0

法定＋任意

■

□

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

150

活動指標

市民部市民活動課

自治振興係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報償費：311,000円　社会を明るくする運動　講演会講師謝礼
需用費：163,000円
　消耗品費：86,000円
　　社明運動事務用消耗品20,000円、社明運動キャンペーン用品　66,000円
　印刷製本費：77,000円
　　社明運動用チラシ7.4円×9,000枚×1.08＝71,928円、社明運動用ポスター800円×5枚×1.08＝4,320円
負担金補助及び交付金：1,190,000円
　負担金：540,000円
　　つくば地区保護司会負担金360,000円、茨城県更生保護協会負担金179,800円
　補助金：650,000円
　　つくば市更生保護連合会補助金650,000円

       2,737        3,039

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.20

        22.00         25.00

無 無

       1,478        1,474

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,259        1,565        1,664            0

       1,259        1,565        1,664            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　事業に参加できなかった児童・生徒たちへの啓発方法や、一般向けの啓発手法についても検討する。

　平和体験教室や青少年ピースフォーラムに参加できる児童
・生徒が限られること。

・平和体験教室：市内小学５、６年生を対象に埼玉ピースミ
　ュージアムを見学して平和について学習する。実施後は学
　習した内容についてパネルを作成し、市民文化祭で展示す
　る。
・青少年ピースフォーラム派遣事業：長崎市で毎年行われる
　青少年ピースフォーラムに市内中学生６名を平和大使とし
　て派遣する。

　参加者が平和関連施設を見学し、平和の大切さ・命の尊さ
について考え、理解を深めることができた。また、「国際平
和デー」の周知活動の一環として「非核平和事業」パネル展
を開催し、広く市民への平和意識の醸成を行うことができた

７月下旬　平和体験教室（小学５・６年生対象）
８月　青少年ピースフォーラム派遣
９月　「国際平和デー」の周知活動
11月　市民文化祭で平和パネルの展示、「ヒバクシャ国際署
　　　名」、「核兵器禁止条約の早期締結を求める市民署名
　　　」案内コーナーの設置

８月７日　平和体験教室（小学５・６年生対象）30名参加
８月８日～10日　青少年ピースフォーラム派遣
　　　　　　　　谷田部東中、手代木中、茎崎中（各生徒２
　　　　　　　　名、教職員１名、合計６名）
９月10日～28日、９月21日「国際平和デー（ピースデー）」
に合わせ、庁舎１階で平和パネル展の実施
11月３日～４日　市民文化祭で平和パネル展の実施
「ヒバクシャ国際署名」及び「核兵器禁止条約の早期締結を
求める市民署名」案内コーナーの設置

継続

非核平和都市宣言事業

一部委託

01-030110-16 非核平和都市宣言に要する経費

        40.0

         0.0

        43.0

         0.0

        36.0

         0.0

        48.0

         0.0

        30.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　平成２年のつくば市非核平和都市宣言に基づいた、非核平
和に関する啓発事業等を通じ、市民の平和擁護に対する意識
の醸成及び高揚を図ることを目的とする。

事業参加者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        40.0

         0.0

        50.0

         0.0

        50.0

         0.0

        50.0

         0.0

        50.0

         0.0

        50.0

         0.0

        50.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

151

活動指標

市民部市民活動課

市民協働係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

需用費　39,000円
　平和事業に関する消耗品等　30,000円
　平和パネル展用パネル印刷費　800円×10枚(A2サイズ）×1.08=8,640円
委託料　1,212,000円
　青少年ピースフォーラム派遣手数料 1,211,700円
負担金補助及び交付金　80,000円
　原水爆禁止世界大会成功のための負担金　10,000円×2団体=20,000円
　（原水爆禁止平和行進茨城県実行委員会、茨城県平和擁護県民会議）
　日本非核宣言自治体協議会負担金　60,000円

       2,669        2,544

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.20

        22.00         20.00

無 無

       1,478        1,462

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,191        1,082        1,331            0

       1,191        1,082        1,331            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　未設置地域や既存区会への未加入世帯への加入ＰＲを積極的に行い、安心安全な区会活動体制を支援する必要がある。

　区会活動を盛んにして魅力ある地域コミュニティづくりを
行っていくために、区会加入世帯数の増加をはかる必要があ
る。

・区会に対して行政文書の配布回覧を委託する。
・区会活動の紹介や加入促進活動などで日頃から助けあえる
　地域コミュニティの大切さを啓発する。
・老朽化した案内板を撤去する。
・区会から申請を受け地区集会所建築等補助金交付要綱に基
　づき、集会所の新築・増改築・修繕に対し補助を行う。
※行政改革アクションプラン「66 区会活動の振興」該当事
　業

　文書等の配布・回覧により、行政情報を周知することがで
きた。
　区会活動保険の加入により、区会活動に対する支援ができ
た。
　区会新規設立に向けた相談が寄せられており、今後加入世
帯数の増加が見込まれる。

＜加入促進事業＞
・転入者への加入促進のリーフレットやＰＲグッズの配布
・歩道橋にて横断幕の設置
・市民活動のひろば（フェイスブック）にて区会活動紹介
・市内のマンションへ直接訪問して区会設立・加入の促進
・不動産業者団体へ区会加入促進の協力依頼
＜区会活動の支援＞
・集会所修繕等の補助
・地区案内板撤去

・転入者へ新しいリーフレット配布（市民窓口課に依頼）
・歩道橋にて横断幕の設置
・区会回覧物配布回覧　22回
・フェイスブック「市民活動のひろば」に区会活動記事の
　掲載　８回
・地区集会所建築等補助金交付件数
　補助金交付申請　　　25件、補助金交付決定　　　25件
　実績報告（現場完了）24件（繰越１件）
　補助金支払済　 24件（繰越１件）

継続

区会活動振興事業

一部委託

01-030110-17 自治会関係に要する経費

    46,036.0

         0.0

    46,148.0

         0.0

    46,724.0

         0.0

    46,840.0

         0.0

    47,715.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　住み良いまちづくりを進める中心的な役割を担い、大規模
災害時等において互助組織として期待される区会への地域コ
ミュニティ活動支援

※行政改革アクションプラン「66 区会活動の振興」該当指標
H27の目標値が前年度からの入力間違いであると考えられたため、本来の数値を入力した。

区会加入世帯数（毎年度４月１日現在）

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

    47,500.0

         0.0

    47,650.0

         0.0

    47,800.0

         0.0

    47,950.0

         0.0

    48,100.0

         0.0

    48,250.0

         0.0

    48,400.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 4 1 市民協働の推進

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

152

活動指標

Ⅳ 3 (1) 地域コミュニティの活性化と市民協働の推

市民部市民活動課

自治振興係

世帯



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報償費：148,000円
　勉強会講師謝礼50,000円、退職区長記念品98,000円
旅費：9,000円
需用費：1,228,000円
　消耗品費352,000円、食料費11,000円、印刷製本費865,000円
役務費：11,000円　横断幕設置及び撤去
委託料：127,099,000円
　区会等業務委託料126,775,000円、地区案内板撤去委託料198,000円、集会所用地等維持管理業務委託126,000円
負担金補助及び交付金：23,558,000円
　負担金6,000円
　補助金23,552,000円

     159,963      160,940

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.40          1.50

       141.00        150.00

無 無

      10,306       10,959

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

     149,657      149,981      152,053            0

     149,657      149,981      152,053            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　市側と地域（区会）側にとって相互に問題提起し、意見交換できる場を構築していく。

　要望型から懇談型に変更して、大分時間が経過しており、
今後は、新たな事業展開も含め検討していく必要がある。

・「市長・区長サミット」と称し、市区会連合会役員30名と
　市長が事前に決められたテーマに基づき懇談する。

　地域の特色を生かしたまちづくりに対する活発な意見交換
がなされた。また、昨年度（大穂、谷田部、茎崎）と今年度
（豊里、桜、筑波）の３地区のごとに発表者に絞ったことに
より充実した内容の発表が行われた。

５月：市連合会役員会及び総会において周知
６月：市長・部長と協議しテーマを決定
７月：市連合会正副会議でテーマ等について連絡、発表者選
　　　定の依頼
９月：連合会と連絡を密にして、段階的に構成を練っていく
10月：サミット開催

・８月に市長定例報告で了承を得て、同月の市区会連合会正
　副会長会議において報告を行った。
・メインテーマ「活気ある地域、誇れるまち」サブテーマ
　「地域資源（自然、文化、風土）の活かし方」として10月
　17日に開催し、昨年度未発表であった３地区（豊里、桜、
　筑波）からの発表となった。

継続

市長・区長懇談会

職員のみ

01-030110-17 自治会関係に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　地域の代表者である区長と市長とが懇談することで、意思
の疎通を図り、住みよいまちづくりを目指す。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

153

市民部市民活動課

自治振興係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

需用費：29,000円
　食糧費6,000円、印刷費23,000円

       2,271        2,960

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.30          0.40

        30.00         30.00

無 無

       2,209        2,898

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          62           62           29            0

          62           62           29            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・地縁団体からの認可申請に対し、地方自治法の規定に基づ
　き法人化を有する団体として認可し告示をする。
・つくば市認可地縁団体印鑑条例に基づき団体の印鑑を登録
　する。

　地縁団体を認可し告示することにより、不動産に関する権
利等を登記することが可能な法人格を有することができ、地
縁団体の共有財産の保全が成された。

・認可地縁団体からの相談や各種申請に対し懇切丁寧に対応
しつつ、遅滞のない処理を行う。

・いくつかの地縁団体から、認可に向けての手続き方法の問
　合せがあり、対応した。
・相談件数  　　　８件
　（篠崎、仲町第一、倉掛、西谷ヶ代、金田西・東、よつば
　の杜、地区不明２件）
・認可申請件数　１件（倉掛）、認可件数　１件（倉掛）
・変更申請件数　５件（栗原中坪、岩崎、美谷、椿本、大穂
　新町）
・証明書交付件数　５件（古館、倉掛、大穂新町）

継続

地縁団体の認可事務

職員のみ

01-030110-17 自治会関係に要する経費

         2.0

         0.0

         4.0

         0.0

         7.0

         0.0

         1.0

         0.0

         6.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

地方自治法、つくば市認可地縁団体印鑑条例

　不動産登記が可能な、法人格を有する地縁団体となること
で、従来からの懸案事項であった、区会の代表者や役員共有
の名義で所有している不動産（集会施設等）名義人が変更と
なった際に生じる不具合を解消する。

認可地縁団体に関する相談件数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

法定事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

市民部市民活動課

自治振興係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

       2,209        2,193

維持

3

4

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.30          0.30

        30.00         30.00

無 無

       2,209        2,193

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・行政の事業を法人・各団体等が行うことで、NPO活動等の
　活性化させ、より効果的・効率的な事業を展開する。
・SNSを活用し、市民活動の情報を共有するための基盤を整
　備することで、コミュニティの活性化及び市民協働を図る
　ための広報活動の実施
※行政改革アクションプラン「67 つくば市市民協働ガイド
　ラインによる市民協働の推進」、「75 つくば市民活動の
　ひろばの活用」該当事業

　フェイスブックを活用し、市民活動団体を中心に取材し、
市民活動団体の活動内容を紹介することで、活動参加への
啓発を行うことができた。

・市民の主体的な社会貢献活動を応援するとともに、市民と
　行政との協働を推進し、魅力あるまちづくりを目指して、
　協働の推進体制の整備・啓発活動や市民活動協働型事業な
　どを実施する。
・茨城県県民生活環境部女性活躍・県民協働課と連携し、庁
　内各課のＮＰＯ等の連携・協働事業の実施状況等調査を行
　う。
・フェイスブックを活用し、市民活動団体・区会・市民活動
　イベント等の取材、情報発信を行う。

・庁内各課等が市民団体等と連携・協働を図りながら、事業
　を実施した。
・フェイスブックを活用し、団体取材50回、イベント取材12
　回、区会取材8回、計70回の取材を行い、245回の投稿を行
　った。
・市民活動の紹介を効果的に発信するため、筑波大学との連
　携によるフェイスブックの運営会議を5月24日、
　12月７日、２月26日に行い、取材のテーマなどを決めた。

継続

市民協働まちづくり活動支援事業

補助金（直接）

01-030110-20 市民協働推進に要する経費

        82.0

         0.0

       101.0

         0.0

       130.0

         0.0

       142.0

         0.0

       138.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

市民協働ガイドライン

　市民協働ガイドラインに基づき、市民等との協働を推進す
ることで、個性溢れる魅力あるまちづくりを目指す。

庁内各課等が市民団体等と連携・協働を図りながら実施している事業数
※行政改革アクションプラン「67 つくば市市民協働ガイドラインによる市民協働の推進」該当指標

団体等との協働事業実施数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        50.0

         0.0

        83.0

         0.0

        84.0

         0.0

        85.0

         0.0

        86.0

         0.0

        87.0

         0.0

        90.0

         0.0

法定事務

Ⅰ 4 1 市民協働の推進

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

Ⅳ 3 (1) 地域コミュニティの活性化と市民協働の推

市民部市民活動課

市民協働係

事業



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

需用費　17,000円
　図書　10,000円、飲み物代　7,000円
委託料　83,000円
　啓発品作成委託料
備品購入費　227,000円
　ソフトウェア購入費　27,000円、パソコン購入費　200,000円
負担金補助及び交付金　600,000円
　市民活動協働型事業負担金

       6,507        5,641

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.70          0.70

       131.00         30.00

有 有

       5,306        5,015

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,201          626          927            0

       1,201          626          927            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　利用者の意見を収集し、スペース拡張も念頭に置きながら、施設の利便性について検討を進めていく。

　施設全体に仕切りがなく、利用が複数団体になると、施設
も狭隘であることから、利用しずらいとの声があるので、施
設の利便性向上を目指して検討を行う必要がある。

・市民活動を行うために必要な機能の提供（会議室・印刷機
　・パソコンの貸出し等）
・NPO等の活動情報の収集、NPO設立等に関する相談等の実施

　指定管理者による相談業務の充実により、ボランティアに
おけるマッチングや市民活動団体同士の連携が図られ、市民
協働を推進することができた。

・施設の老朽化に伴う修繕を行い、施設の安心・安全の確保
　を図る。
・事業計画書に基づき、市民協働の推進を図るための各種事
　業及び相談業務を行う。

・５月７日、10月９日　モニタリングチェック実施
・利用者数　12,690名
・相談業務　234件
・指定講座　「ボランティア講座はじめの一歩」参加者６名
・７月18日、８月10日、12月５日、２月14日学園地区市街地
　振興室と市民活動センターの移転とセンター地区の在り方
　について情報共有を行った。

継続

市民活動センター管理運営事業

指定管理者

01-030110-20 市民協働推進に要する経費

    12,705.0

         0.0

    13,154.0

         0.0

    13,297.0

         0.0

    12,895.0

         0.0

    12,697.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

公の施設の指定管理者の指定に関する条例、市民活動
 センタ-条例

　中間支援施設の拠点となる市民活動センターについて、指
定管理者制度を活用しながら管理・運営を行い、市民による
主体的な社会貢献活動を支援する。

市民活動センター利用者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

    12,600.0

         0.0

    12,800.0

         0.0

    13,000.0

         0.0

    13,200.0

         0.0

    13,400.0

         0.0

    13,600.0

         0.0

    13,800.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

市民部市民活動課

市民協働係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

市民活動センター管理運営事業
（債務負担行為29年6月議会承認済）

委託料　12,340,000円
　市民活動センター指定管理委託料
負担金補助及び負担金　692,000円
　つくばセンタービル共用部分管理分担金

      17,468       17,149

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.60          0.60

       111.00         10.00

無 無

       4,545        4,260

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      12,923       12,889       13,032            0

      12,923       12,889       13,032            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　アイラブつくばまちづくり補助金の事業成果とアイラブつくばまちづくり補助金以外の補助金の利活用状況とを考慮に
入れながら、令和２年度以降の補助事業費の増額について検討する必要がある。

　申請団体の増加と申請事業内容の充実により、第２回の
交付決定時において予算額に達してしまった。今後は申請
状況の変化に注視しながら、アイラブつくばまちづくり
補助金事業費の増額について検討を進める必要がある。

・アイラブつくばまちづくり寄附基金を活用し、年３回の募
　集期限を設け、補助金を希望する団体の実施予定の事業に
　対して、ヒアリング審査を実施のうえ可否を決定する。
・事業実施後に実績報告により採択事業の評価を行う。
※行政改革アクションプラン「74 市民等の自発的で公益的
　な活動への支援」該当事業

　アイラブつくばまちづくり補助金を有効活用することで、
市民協働による市民活動支援を推進することができた。

４月20日　第１回申請締切
５月中旬　第１回審査会
６月下旬　昨年度実践団体評価
７月20日　第２回申請締切
８月上旬　第２回審査会
９月下旬　アイラブつくばまちづくり表彰式・フォーラム
10月19日　第３回申請締切
11月上旬　第３回審査会

５月23日　16団体交付、交付予定額2,419,000円で決定
７月２日　29年度実践団体評価
８月17日　12団体交付、交付予定額1,581,000円で決定
９月15日　アイラブつくばまちづくり表彰式・フォーラム
　　　　　参加者数72名、実践団体証29団体交付、
　　　　　「小児患者保護者のおしゃべり会」、
　　　　　「通学路の安全を守る会」による事例発表、
　　　　　川北秀人氏による講義

継続

アイラブつくばまちづくり補助金事務

補助金（直接）

01-030110-20 市民協働推進に要する経費

        17.0

         0.0

        21.0

         0.0

        26.0

         0.0

        30.0

         0.0

        31.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　個性豊かで活力あるまちづくりの実現を図る。

※行政改革アクションプラン「74 市民等の自発的で公益的な活動の支援」該当指標

補助金採択事業数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        31.0

         0.0

        20.0

         0.0

        21.0

         0.0

        22.0

         0.0

        23.0

         0.0

        24.0

         0.0

        25.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

157

活動指標

市民部市民活動課

市民協働係

事業



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報償費　589,000円
　フォーラム講師謝礼　49,000円、アイラブ推進員謝礼　540,000円
需用費　489,000円
　消耗品　104,000円、飲み物代　16,000円、印刷製本費　369,000円
役務費　250,000円
　講師派遣手数料
負担金補助及び交付金　4,000,000円
　アイラブつくばまちづくり補助金

       9,762       10,199

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.70          0.70

       131.00         60.00

無 無

       5,306        5,089

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       3,319        3,921        4,000            0

       1,137        1,189        1,328            0

       4,456        5,110        5,328            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度


